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調査研究部  携帯電話の適切な利用に向けて

―安房と全国の調査結果を比較して―

教育研修部 思考力を高める学習指導のあり方

－「きく」・「話す」活動を通して－

情 報 部 ＰＣによるアンケート調査ソフトの活用を探る

教育座談会 安房の子どもたちの学力向上を考える
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＜携帯電話の適切な利用に向けて＞

○提言１－子ども達へ

ルールやマナーを守ろう。

① 携帯電話の便利な点と危険な点を知りましょう。

② 相手の気持ちを考えてマナーを守りましょう。

③ トラブルに巻き込まれないように家族とルールを話し合いましょう。

○提言２－家庭へ

ルールを作り見守ろう。

① ネット社会の利便性と危険性に関心を持ちましょう。

② 使い方についてルールを作りましょう。

③ 利用状況を把握し，ルールを守らせましょう。

○提言３－学校へ

計画的な指導や情報発信にとりくもう。

① 道徳教育の充実を図り，ルールやマナーを守る態度を育てましょう。

② 学校全体で計画的に指導に当たりましょう。

③ 保護者への情報発信を積極的に行い，連携を図りましょう。

「きく」・「話す」活動を充実させるための工夫をすれば思考力が高まる。

＜児童生徒の思考力を高めるには＞

   ○学習課題を確実に把握させることで「きく必然性」「話す意欲」をもたせよう。

   ○相手意識を高め、「きく」・「話す」活動を活発化させよう。

   ○「メモ」を活用し「きく」・「話す」活動を充実させよう。

   ○学習形態を少人数化し，意図的な指名や発問で話し合いを組織化させよう。

研究所のホームページを目指しております。

http://www4.ocn.ne.jp/~awkyoiku/
先生方をつなぐ
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